
２０２３年度第１回町田市行政経営監理委員会

職員の働きがいを高め、持続可能な行政経営を目指す

～ 職場として選ばれるまちだ ～

町田市 政策経営部 経営改革室
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１ テーマ設定の背景 ～職員の働きがいを高め、持続可能な行政経営を目指すために～

職員採用の状況 職員の働き方の状況

（１）近年の社会情勢

第1回テーマ： 職場として選ばれるまちだ 第２回テーマ： 成長し続けることができる職場

（４）テーマ

（３）課題

少子高齢化に伴う
生産年齢人口の減少

（２）市の現状～職員の状況と施策推進の考え方

多様な働き方の推進
（日本型雇用システムの転換）

人材育成や女性活躍推進の計画、制度や仕組みの見直し、研修やプロモーション活動の充実等

施策推進の考え方

経験者採用増
５年間で３７．５ポイント増

東京都、23区、
近隣政令市との
人材獲得の競合

係長選考試験受験者の減少
2018年度:168人 2022年度:138人

在職１５年未満
職員離職増
2018年度:22人
2022年度:37人

ワークライフバランスの推進
時間外勤務を3年間で約15%減
約２７％の正職員が時差勤務を取得

テレワークは全職員が可能、年次休暇の平均取得16.4日

職場の満足度
肯定割合は増えているもの
の、全肯定の割合は低下

定年引上げによる
役職定年の実施

60歳に達した管理職が係長と
なり、係長の増加が見込まれる

ハラスメント防止
有識者の委員会や第三者

相談窓口の設置

仕事ぶりの評価
働くモチベーションの向上
と成長につながる人事考課

市独自研修
予算ゼロ
（202１～2３年度)

女性管理職の割合低下
2018年度:14.4％ 2022年度:12.4％

異動基準と異動希望
に基づく人事異動

係長以下の事務職は原則5年で異動

職員採用の
DXの推進

SPI試験、Web面接、
LINE申込、 YouTube

でのPR動画等

風水害等への体制維持
ライフラインの復旧や災害廃棄物処理等

地域コミュニティの
活性化

町内会・自治会の加入率、消防団員
や民生委員の充足率の低下

組織横断による
施策推進

組織の連携、同僚の支援
プロジェクトチームによる事業実施

市民・地域団体・事業者・大学
とのコラボレーションの推進
子どもにやさしいまち、新たな学校づくり、

公共施設再編、中心市街地再開発

行政のデジタル化の推進
「全国自治体DX推進度ランキング」第３位（㈱時事総合研究所）

オンライン行政手続、キャッシュレス決済、AI・アバター・メタバース等の先端技術活用

シティプロモーションの推進
プロモーション特設サイト開設
企業版ふるさと納税によるPR

YouTube等による市の魅力を発信

各部門による
自律経営の推進
総務担当課による部の経営

デジタル社会の実現「こどもまんなか社会」の実現

民間志望者が受験
しやすくする

定年までの多様な働き方
（異動・昇任・ライフプラン）を示す

となりの職員や他部署の仕事に関心を持ち、
職員間のコミュニケーションを活性化する

新規施策の企画から実行と、既存事
業の見直しができる職員を増やす

市の立ち位置を把
握し、視野を広げる

市の仕事の魅力（社会課題への貢献）・楽しさ、
職員の働きぶり・職場の働きやすさを知ってもらう

技能・労務業務のスキルやノウハウの
継承と災害時対応能力の保持

市役所で仕事をする上で必
要となる知識を身に付ける

チームや組織を率いる
ことに楽しみを覚える

様々な人を巻き込んで
取り組みを進める
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【設問と主な発言】

２ 若手職員へのインタビュー調査まとめ①～就職活動・志望動機等について～

【調査概要】

目  的：実務経験を通じた若手職員の本音を踏まえて、町田市職員としての魅力や、職員として成長していく上での課題を把握する。

対象者：入庁２年目～５年目職員１２名。男女別、新卒・転職別の各３名４グループを対象に実施。職種は、一般事務10名、技術職２名。

実施日：２０２３年８月２日、３日、各グループ９０～１００分。

【１】就職先の重要視ポイント

⚫ プライベートの時間を十分につくれること。【新卒】

⚫ 全国的な転勤がなく、家庭との両立ができ、長く働き

続けられること。【両方】

⚫ 将来的な安定や、ワークライフバランスを重視。 【両方】

【２】町田市を選んだ理由

⚫ SPI試験で受験しやすかったため。【両方】

⚫ 時差勤務があり、働きやすいと思った。【転職】

⚫ 資格保有により、専門試験が免除されるため。【転職】

⚫ 市のスケールに魅力を感じた。【新卒】

⚫ 市庁舎がきれいで、駅からのアクセスがよい。【両方】

⚫ 地元・学生時代を過ごしたため。【両方】

⚫ 親類・縁者が住んでいる。【両方】

【４】役職採用について

⚫ 区役所の係長職からの転職の人が職場にいて、優秀

な主事として働く姿を見ると、役職の引継ぎはあった

方がいいと思う。【両方】

⚫ 知らないことが多かったので、役職採用ではなく主

事からのスタートでよかった。【転職】

【３】就活でほしかった情報

⚫ 目玉事業だけではなく、職員の普段の仕事ぶりを知り

たかった。【両方】

⚫ 入庁してからの、働き方や異動・昇任などのキャリア

パスが把握できるとよかった。【新卒】
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【設問と主な発言】

２ 若手職員へのインタビュー調査まとめ②～ギャップ・キャリア・職場等について～

【調査概要】

目  的：実務経験を通じた若手職員の本音を踏まえて、町田市職員としての魅力や、職員として成長していく上での課題を把握する。

対象者：入庁２年目～５年目職員１２名。男女別、新卒・転職別の各３名４グループを対象に実施。職種は、一般事務10名、技術職２名。

実施日：２０２３年８月２日、３日、各グループ９０～１００分。

【５】入庁前後に感じるギャップ

⚫ オール町田で仕事ができると思っていたが、実際に

は縦割りの風土がある。【転職】

⚫ 市役所は堅いイメージがあったが、和気あいあいと

仕事ができている。【両方】

⚫ 残業が多く、多岐にわたるので、想定と異なりいやに

なってしまう人もいるかもしれない。【転職】

【６】職場について思うことは。

⚫ 1ヶ所目の部署で部総務に携わったため、市役所で

働く基礎が身に付いてよかった。【新卒】

⚫ システム操作研修よりも、例規やルールを学ぶ研修

がほしい。 【転職】

【８】仕事と自身の成長について

⚫ 市役所は初めてのことに携わる機会が多く、総合的

に人間力を高められるチャンスがある。【転職】

⚫ 仕事を通した成長と、家庭との両立による人として

の成長ができる環境だと思う。【転職】

⚫ 年齢を重ねても主事・主任であることに否定的でな

いことが、働きやすい環境ともいえる。【新卒】

【７】今後のキャリアについて

⚫ 係長まではイメージできるが、管理職はイメージでき

ない。【両方】

⚫ 異動すると、新しい職場で係長としてうまくマネジメ

ントできるのか、という不安がある。【転職】

⚫ 身近に女性管理職がいたり、ロールモデルが分かっ

たりすると考えやすい。【転職】

⚫ 女性管理職を増やすには、男性の働き方や考え方を

変えていく必要がある。【転職】
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３ 職員の働きがいを高め、持続可能な行政経営を目指すためのアプローチ

市民サービスの向上と市役所の生産性向上を図り、市民から信頼されることで、職員の成長や働きがいにつなげていく

施策分野フィールド
～知識・経験を身に付ける実践の場～

高齢者

文化

スポーツ

道路 産業
地域
福祉

住基

都市税

まちだマネジメント
スキーム

～施策の企画から実施までに
必要な、市役所の「共通言語」～

市民目線を持って説
明責任を果たし、市民
と信頼関係を築く

コミュニケーション
～市民との信頼関係を築く、伝
える技術と受け取る技術～

異動モデル例

1９歳

＜職員のスキルを高める３つのカテゴリー＞ ＜実践の時間モデル＞

６５歳

実
践
ス
キ
ル
の
向
上

役職モデル例

主事

課長
４０歳

部長
５３歳

1９歳

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
向
上

伝えたい
意図・要点
をまとめ
る

相手の話
に関心を
抱いて観
察する

相手の話
を最後ま
で聞く

話しやすい
雰囲気を
つくる

相手に平
易な言葉
で伝える

伝
え
る

受
け
取
る

地域
福祉

税

企画

総務

財務

企画

子ども

子ども

財務

主任
29歳

係長

33歳

６５歳

相手の意図
を引き出し
要点を
おさえる

5年程度で異動

知識・経験
を活用

スキーム
を活用

マネジメント力の向上 コミュニケーション力の向上

環境
障がい
福祉

広報

サービスデザイン カスタマーリレーションシップ

・法令を遵守する
・迅速かつ柔軟な災害
対策・対応を図る

リスクマネジメント リソースマネジメント

地域課題の解決に向けて、
コラボレーションにより施策

を立案し、実行する

・経営資源を把握し、施
策を円滑に展開する
・人を育て、良好な職
場環境をつくる
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※記載の各年齢は最年少の場合を想定

※部長・課長・係長は、ライン職とスタッフ職を設置

役職定年

60歳



４ 仕事を回すためのマネジメント・スキームの「見える化」

地域課題の解決に
向けて、コラボ
レーションにより
施策モデルをつく
り、実行する

「経営企画・改革」
～新規施策の企画から実行と既存事業の見直し～

「協働・共創」
～民間・大学・地域・庁内部門間のコラボレーション～

政策研究・調査、民間事例収集と自治体間比較、行政計画の策定、施策・事業の立案、
目標管理（部長・課の「仕事目標」、事務事業の見直し、公共施設再編、 DX推進）

PPP/PFI、指定管理者制度、民間・大学等との連携協定、委託化、国や他自治体との
連携、庁内の部門間連携

サービスデザイン

市民目線を持って
説明責任を果たし、
市民と信頼関係を

築く

「情報の発信と収集」
～シティプロモーションと市民ニーズの把握～

「住民説明・議会対応」
～市政の透明性確保とアカウンタビリティの向上～

Web・SNS・広報まちだ活用、プレス調整・対応、ニーズ把握（市政要望、相談、アン
ケート調査）、企業版ふるさと納税

市政懇談会、地区協議会、住民説明会、議会（質疑調整、一般質問調整、常任委員会の
資料作成、資料要求調整）

カスタマー
リレーションシップ

・法令を遵守する
・迅速かつ柔軟な
災害対策・対応を

図る

「法制」
～コンプライアンスによるガバナンスの強化～

「災害対策と対応」
～リスク対策と危機への迅速かつ柔軟な対応～

関係法令の理解、条例・規則・要綱の制定改廃、不服申し立て・争訟・賠償対応、
情報公開・個人情報保護、公文書管理、監査対応、不当要求対応、職員不祥事対応

地震・風水害の対策と対応（避難所開設、指定職員、訓練）、感染症対策と対応、BCP
の運用

リスクマネジメント

・経営資源を把握
し、施策を円滑に

展開する
・人を育て、良好な
職場環境をつくる

「財務」
～財政規律と効果的な資源活用～

「人事・労務」
～キャリアデザインとワークライフバランス～

予算（予算編成、予算執行等）、決算（決算書、課別・事業別行政評価シート等）、契約
（入札・プロポーザル）、財産管理（アセットマネジメント、債権管理等）

定数管理、採用、人事考課、育成、昇任・異動、労働安全衛生管理（ハラスメント防止、 
メンタルヘルス、長時間労働の抑制、事故防止等）、働き方改革（時短、育児・介護休暇、
時差勤務、テレワーク、フリーアドレス等）

リソースマネジメント

施策の企画から実施までに必要な、
市役所の「共通言語」

主事・主任からの実践が、
マネジメント力を向上させる

各部総務担当における、
部内統括と部門間調整の円滑化

まちだマネジメント・スキームとは
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